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正副議長就任あいさつ

第
6
回
定
例
会
（
9
月
18
日
）
に
お
い
て
、
議
長
・
副
議

長
の
選
挙
が
行
わ
れ
投
票
の
結
果
、
議
長
に
川
又
照
雄
氏
、

副
議
長
に
藤
田
謙
二
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

第
６
回
定
例
会
で
議
長
・
副
議
長
改
選

議長　川又 照雄副議長　藤田 謙二

【主な略歴】市議 6期
常陸太田市議会副議長
議会運営委員会委員長
文教民生委員会委員長
決算特別委員会委員長

【主な略歴】市議 3期
議会運営委員会委員長
産業建設委員会委員長
決算特別委員会委員長

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜

り
、
常
陸
太
田
市
議
会
の
第
46
代
議
長

並
び
に
第
48
代
副
議
長
の
要
職
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
と
と
も
に
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
蔓
延
す
る
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

市
民
の
皆
さ
ま
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動

な
ど
に
甚
大
な
影
響
が
出
て
お
り
、
生
活

支
援
や
経
済
対
策
、
教
育
や
福
祉
な
ど
の

課
題
に
対
し
て
、
市
民
の
意
思
を
き
め

細
か
く
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
、
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
議
決
機
関
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
議
会
の
一

層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
議
員
一
同
精

一
杯
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。今

後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
議

会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
市
政
に
対
す
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
・

　

議
会
運
営
委
員
会
等
の

　
　

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

議会改革推進会議 議会運営委員会

委 員 長　成　井　小太郎
副委員長　茅　根　　　猛
委 　 員　髙　木　　　将
　 〃 　　菊　池　伸　也
　 〃 　　益　子　慎　哉
　 〃 　　深　谷　　　渉
　 〃 　　諏　訪　一　則
　 〃 　　菊　池　勝　美
　 〃 　　小　室　信　隆

委 員 長　深　谷　　　渉
副委員長　深　谷　秀　峰
委　　員　髙　木　　　将
　 〃 　　後　藤　　　守
　 〃 　　成　井　小太郎
　 〃 　　菊　池　伸　也
　 〃 　　益　子　慎　哉
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常任委員会の構成

常 任 委 員 会 の 構 成常 任 委 員 会 の 構 成
　常陸太田市議会では、市の事業部門を３つに分けて所管の常任委員会が専門的に審査を行い、
その結果を本会議における決定に役立てています。

総 務 委 員 会

産業建設委員会

総務委員会は、政策推進室、総務部、企画部、出納
室、消防本部、他の委員会の所管に属さない事項につ
いての審査を行います。

産業建設委員会は、農政部、商工観光部、建設部、
上下水道部、農業委員会に属する事項についての審査
を行います。

委 員 長　菊　池　伸　也
副委員長　深　谷　　　渉
委　　員　後　藤　　　守
　 〃 　　茅　根　　　猛
　 〃 　　高　星　勝　幸
　 〃 　 平　山　晶　邦

文教民生委員会 文教民生委員会は、市民生活部、保健福祉部、教育
委員会に属する事項についての審査を行います。

委 員 長　髙　木　　　将
副委員長　諏　訪　一　則
委　　員　宇　野　隆　子
　 〃 　　川　又　照　雄
　 〃 　　深　谷　秀　峰
　 〃 　　小　室　信　隆

委 員 長　益　子　慎　哉
副委員長　菊　池　勝　美
委　　員　黒　沢　義　久
　 〃 　　成　井　小太郎
　 〃 　　藤　田　謙　二
　 〃 　　森　山　一　政
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　　 議 案 賛 否 一 覧

第
５
回
臨
時
会
・
第
６
回
定
例
会　

議
案
賛
否
一
覧

△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽

提
案
理
由
説
明（
要
旨
）

第
5
回
臨
時
会
（
7
月
21
日
）
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
対
応
す
る
第
2
次
補
正
予
算
が
６
月
に
国
会

に
お
い
て
成
立
し
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
拡
充
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
子
育
て
や
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
事
業
者
支
援

の
ほ
か
、
感
染
防
止
対
策
に
関
わ
る
令
和
２
年
度
補
正
予
算
２

件
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
第
6
回
定
例
会
（
9
月
1
日
～
18
日
）
は
、
令
和
元

年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
が
各
1
件
、
工
事
請
負
契
約
1
件
、
物
品
購
入
契
約
1

件
、
令
和
元
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
8
件
、
令
和
2
年
度
の

補
正
予
算
8
件
、
合
わ
せ
ま
し
て
20
件
で
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
す
る
補
正
予
算
を
は
じ
め
災
害
ご
み
仮
置
き

場
の
返
還
に
伴
う
現
状
復
旧
費
や
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水
道

事
業
へ
の
補
助
金
等
の
費
用
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。 

な
お
、
今
会
期
中
に
人
事
案
件
1
件
を
追
加
提
案
す
る
予
定

で
す
。

大久保　太一　市長

第
５
回
臨
時
会
・
第
６
回
定
例
会

議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

第
５
回
臨
時
会

議
案
第
47
号

令
和
２
年
度 

常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）
に
つ
い
て 

本 

会 

議 

原
案
可
決

議
案
第
48
号

令
和
２
年
度 

常
陸
太
田
市 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

本 

会 

議 

原
案
可
決

第
6
回
定
例
会

議
案
第
49
号

常
陸
太
田
市
大
里
ふ
れ
あ
い
広
場
野
球
場
防
球
ネ
ッ

ト
設
置
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て 

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
50
号

充
電
保
管
庫
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
収
納
庫
）
購
入
契
約
に

つ
い
て 

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
55
号 

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

決
算
特
別

原
案
可
決

及
び
認
定

議
案
第
56
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
剰

余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

決
算
特
別

原
案
可
決

及
び
認
定

議
案
第
57
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
剰
余

金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

決
算
特
別

原
案
可
決

及
び
認
定

議
案
第
58
号 

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
剰
余

金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

決
算
特
別

原
案
可
決

及
び
認
定

議
案
第
59
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て 

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
60
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
61
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決
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議 案 賛 否 一 覧　　

△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

議　

案　

名　

付　

託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子
髙木　　将
黒沢　義久
後藤　　守
川又　照雄
茅根　　猛
高星　勝幸
深谷　秀峰
菊池　伸也
益子　慎哉
平山　晶邦
深谷　　渉
藤田　謙二
諏訪　一則
菊池　勝美
小室　信隆
森山　一政

議
決
結
果

議
案
第
51
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て 

決
算
特
別
原
案
認
定
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
認
定

議
案
第
52
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て 

決
算
特
別
原
案
認
定
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
認
定

議
案
第
53
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て 
決
算
特
別
原
案
認
定
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
認
定

議
案
第
54
号

令
和
元
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て 

決
算
特
別
原
案
認
定
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
認
定

請
願
第
２
号 

自
家
増
殖
を
原
則
禁
止
と
す
る
種
苗
法
「
改
正
」
の
取
り
や
め
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願 

産
業
建
設
不
採
択
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
不
採
択

　
【
○
：
賛
成　

×
：
反
対　

欠
：
欠
席
】

　

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
採
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
注
）
請
願
第
２
号
は
、委
員
会
に
お
い
て
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
、本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
の
審
査
の
と
お
り
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
採
決
さ
れ
た
た
め
、

請
願
に
賛
成
す
る
議
員
の
賛
否
は
×
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
62
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
63
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
64
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
65
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
66
号

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
67
号

常
陸
太
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

請
願
第
３
号

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の

た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願 

文
教
民
生

採　
　

択

議
員
提
案

第

２

号 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書 

本 

会 

議 

原
案
可
決

議
員
提
案

第

３

号

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
対
策
の
継
続
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書 

本 

会 

議 

原
案
可
決

議
員
提
案

第

４

号 

教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

堅
持
に
係
る
意
見
書 

本 

会 

議 

原
案
可
決

議
員
派
遣
に
つ
い
て

本 

会 

議 

原
案
可
決
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　　議 案 質 疑

議　案　質　疑
議案質疑とは、本会議での議案の説明だけではわからない疑問点を問うことです。

旧水府小を改修

 議案第 47 号　令和 2 年度常陸太田市一般会計補正予算（第 3 号）について 

議案第 59 号　令和 2 年度常陸太田市一般会計補正予算（第 4 号）について  

議案第 50 号　充電保管庫（タブレット収納庫）購入契約について  

（一般会計歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 3 億 1,607 万 1 千円追加し、総額 315 億 416 万 5 千
円とするもの）

（一般会計歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 10 億 48 万 9 千円追加し、総額 325 億 465 万 4 千円
とするもの）

（エイチ・シー・ネットワークス株式会社茨城支店と 1,284 万 6,900 円で契約 ）

問１

問2

問１

施設改修工事 1,527 万 6 千円について、旧水府小の教室を改修して災害発生時に備えると説
明されたが、収容人数と対象者について伺いたい。

小中学校体育館のトイレ整備について改修工事の内容について
伺いたい。

入札参加者数と応札額について伺いたい。

答１

答2

答１

収容人数は、旧水府小の普通教室、特別教室等 14 室を
改修し約 100 名ほど収容する予定としている。また、
対象者については、避難行動において支援を要する方と
その家族や感染症における濃厚接触者の疑いがあるよう
な方などを想定している。

市立小中学校の体育館の改修工事については、和式トイレ 34
か所を蓋付きの洋式トイレに改修するものである。
なお、洋式トイレへの改修に伴い、ドアの開閉に支障がある箇
所については、ドアの改修も行う予定である。

入札参加者数は 4 社であったが、そのうち 1 社の辞退があり
応札者は 3 社で入札を行った。また、応札額については、税
抜き価格であるがエイチ・シー・ネットワークス株式会社茨
城支店が 1,167 万 9 千円。株式会社新日東が 1,182 万 8 千円。
東日本電気興業株式会社が 2,433 万円である。

第 5回臨時会

第 6回定例会
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一 般 質 問　　

問１

コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷
や
風
評
被
害
の
抑
制
啓
発
を

問２

市
独
自
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
の
内
容
は

コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
社
会
を
構

築
し
て
い
く
上
で
、
感
染
者

へ
の
誹
謗
中
傷
や
風
評
被
害
抑
制
の
た

め
に
も
、
市
民
意
識
の
啓
発
及
び
正
し

い
知
識
や
情
報
を
発
信
し
て
い
く
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
が
所
見
を
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

感
染
者
や

そ
の
家
族
に
対
す
る
誹
謗
中

傷
、
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
医
療
従
事

者
や
そ
の
家
族
等
関
係
者
に
対
す
る
差

別
や
偏
見
、
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

風
評
被
害
が
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て

答１

商
工
観
光
部
長　

カ
ー
ド
リ 

ー
ダ
ー
の
設
置
に
係
る
費
用

や
店
舗
開
拓
の
必
要
性
、
他
市
に
お
け

答２

問１

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
事
業

は
当
初
、
決
済
導
入
に
向
け

た
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
助

成
と
の
こ
と
で
、
そ
の
後
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業
に
合
わ
せ
た
市
独
自
の
事

業
へ
と
変
更
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問２

  【藤田 謙二 議員　質問事項】
●新型コロナウイルス感染症対策について    　
●産業の振興について  
●第２期総合戦略について

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存

す
る
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は

偏
見
や
差
別
の
な
い
環
境
を
作
り
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
不
安
を
抱
く
こ
と
な

く
正
し
く
理
解
し
、
正
し
く
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「
広
報
ひ
た
ち
お
お
た
」
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
等
に
よ
り
確
か
な

情
報
発
信
を
行
う
な
ど
啓
発
に
努
め
る

と
共
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り

人
権
相
談
等
を
実
施
し
、
誹
謗
中
傷
や

差
別
を
受
け
た
方
に
対
し
必
要
な
情
報

の
提
供
、
助
言
等
の
支
援
を
行
っ
て 

深谷　秀峰
議員

る
運
用
実
績
な
ど
を
勘
案
し
費
用
対
効

果
の
面
か
ら
も
今
回
実
施
予
定
の
ポ
イ

ン
ト
付
与
事
業
が
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
事
業
で
あ
る

と
判
断
。
本
市
が
提
携
す
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者
の
ペ
イ
ペ
イ
を

利
用
し
、
チ
ェ
ー
ン
店
等
を
除
く
市
内

の
店
舗
で
買
い
物
を
し
た
方
に
対
し
、

2
万
円
以
上
の
買
い
物
で
決
済
金
額
の

20
％
、
最
大
4
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を

還
元
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
事
業

を
11
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
1
月
31
日

ま
で
予
定
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
今
脚
光
を
浴
び
て

い
る
の
が
キ
ャ
ン
プ
な
ど
ア
ウ

ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
が
、
竜
神
峡
・

里
美
牧
場
エ
リ
ア
の
今
後
の
振
興
策
を

伺
い
た
い
。

【深谷 秀峰 議員　質問事項】
●観光事業の振興について  
●ＪＴ跡地発掘調査事業について   

問１

問１

コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
を
問
う

問２

佐
竹
氏
の
威
光
を
今
に
蘇
さ
せ
る
太
田
城
堀
跡

発
掘
さ
れ
た
太
田
城
堀
跡
を
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
う
た
め
の

方
策
と
３
Ｄ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
ジ
オ
ラ

マ
の
作
成
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問２

商
工
観
光
部
長　

竜
神
峡
エ

リ
ア
は
、
令
和
5
年
完
成
予

定
の
奥
久
慈
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
整
備
に

合
わ
せ
「
竜
神
大
吊
橋
」
と
「
竜
神
ふ

る
さ
と
村
」
を
核
と
し
た
、
回
遊
性
の

向
上
が
図
れ
る
総
合
的
な
計
画
に
つ
い

答１

答２

教
育
部
長　

多
く
の
方
々
に

発
掘
さ
れ
た
太
田
城
堀
跡
を

見
て
も
ら
う
た
め
、
小
中
学
生
や
一
般

の
方
を
対
象
と
し
た
現
地
説
明
会
を
開

催
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
更
に
、
よ
り

多
く
の
方
に
見
学
し
て
も
ら
う
た
め
、

工
期
内
に
お
い
て
見
学
で
き
る
日
時
を

藤田　謙二
議員

て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
里
美
牧
場
エ
リ
ア
は
、
近
年

の
キ
ャ
ン
プ
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
状

況
か
ら
、
里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
内
の

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
を
撤
去
し
、
新
た
に

テ
ス
ト
プ
ラ
ン
と
し
て
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
4
区
画
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

来
年
4
月
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
後
の
利
用
客
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
更
な
る
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

追
加
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
な
お
、
埋
め
戻
す
時
期
に
つ

い
て
は
、
今
後
専
門
家
等
の
意
見
を
聞

い
た
中
で
方
向
付
け
を
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
結
果
を
き
ち
ん

と
評
価
し
た
上
で
、
調
査
報
告
書
以
外

の
、
多
く
の
方
が
よ
り
親
し
み
や
す
く

わ
か
り
や
す
い
資
料
の
保
存
等
に
つ
い

て
は
、
専
門
家
や
有
識
者
の
意
見
等
を

聞
い
て
、
内
容
や
手
段
・
方
法
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

い
く
。
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　　一 般 質 問

消
防
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
症
法

の
「
指
定
感
染
症
」
に
定
め
ら
れ
、
患

者
の
移
送
は
基
本
的
に
保
健
所
が
対
応

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

保
健
所
が
対
応
す
る
要
件
に
当
て
は
ま

ら
な
い
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
よ
う
な

保
健
福
祉
部
長　

今
年
は「
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
同

私
た
ち
の
生
活
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
昨
年
と
は
全
く
違 

っ
た
環
境
の
中
に
い
て
全
く
異
な
る
日

常
の
中
に
い
る
。
そ
の
中
で
、
保
健
福

祉
行
政
は
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
観

点
か
ら
言
え
ば
平
時
で
は
無
く
有
事
で

あ
る
と
い
う
認
識
で
事
に
当
た
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
今
年

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

対
応
は
昨
年
と
違
い
、
市
民
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
環
境
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

平山　晶邦
議員

答１

問１

  【平山 晶邦 議員　質問事項】
●コロナ禍の中、市の対応について　●水道事業について　●金砂郷中学
校区・峰山中学校区内小学校統合について　●東部土地区画整理事業の進
捗状況について　●仮称真弓トンネルを含む市道 0139 号線について

時
流
行
が
大
変
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
は
10
月
１
日
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
す
る
が
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
厚
生
労
働
省
が
方

針
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
10
月
前
半
は

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
。
10
月
後
半

か
ら
は
、
医
療
従
事
者
や
持
病
を
お
持

ち
の
方
、
妊
婦
・
お
子
さ
ん
に
早
め
に

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

医
師
会
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
き
、
市

民
に
対
し
て
は
、
９
月
25
日
号
の
「
広

報
ひ
た
ち
お
お
た
お
知
ら
せ
版
」
に
イ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
情
報
に
つ
い
て
茨

城
県
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
図
っ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

傷
病
者
の
緊
急
搬
送
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

の
搬
送
手
順
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

諏訪　一則
議員

保
健
福
祉
部
長　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に
関
す

る
情
報
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
か
ら
、
本
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
範
囲
で
茨
城
県

よ
り
情
報
提
供
が
あ
る
。
ま
た
、
市
内

在
住
者
が
陽
性
と
判
明
し
た
場
合
は
、

答１ 問１

問２

  【諏訪 一則 議員　質問事項】
●新型コロナウイルス感染症対策について  
●新型コロナウイルスの感染が疑われる患者の搬送に

ついて

茨
城
県
か
ら
の
情
報
に
加
え
、
管
轄
保

健
所
で
あ
る
ひ
た
ち
な
か
保
健
所
か
ら

も
、
市
が
と
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
が
あ
り
、
市
で
は
こ
れ
ら
の

情
報
を
踏
ま
え
対
策
本
部
会
議
に
お
い

て
感
染
拡
大
防
止
等
の
方
針
を
決
定
し

て
い
る
。
今
後
も
、
ひ
た
ち
な
か
保
健

所
と
連
携
を
図
り
、
感
染
予
防
・
感
染

拡
大
防
止
な
ど
の
正
確
で
必
要
な
情
報

を
市
民
へ
い
ち
早
く
お
伝
え
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

問１

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
は

答２

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
特
集
で
周
知
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し

て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
、
妊
婦
の
方
に

は
、
個
別
に
接
種
の
勧
奨
を
行
う
。
引

き
続
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

に
係
わ
る
最
新
情
報
を
確
認
す
る
と
と

も
に
市
医
師
会
と
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
、
市
民
が
安
心
し
て
接
種
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

国
も
今
年
の
冬
は
ワ
ク
チ
ン
供
給
量

を
昨
年
よ
り
７
％
多
い
数
量
を
見
込
み

約
６
３
０
０
万
人
分
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
国
民
の
半
数
に
も
満
た

な
い
量
で
あ
る
の
で
、
本
市
に
お
い
て

も
昨
年
と
違
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

問１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
へ
の
連
携
は

問２

感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
傷
病
者
の
緊
急
搬
送
は傷

病
者
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
救
急
業

務
と
し
て
対
応
す
る
が
、
医
療
機
関
と

の
受
入
れ
調
整
が
難
航
し
た
場
合
で
不

応
需
医
療
機
関
が
5
件
に
達
し
、か
つ
、

救
急
現
場
滞
在
時
間
が
30
分
以
上
経
過

し
た
場
合
に
は
、茨
城
県
が
定
め
る「
感

染
症
指
定
医
療
機
関
病
院
輪
番
制
」
に

よ
り
、
当
番
医
療
機
関
が
原
則
と
し
て

す
べ
て
受
け
入
れ
る
体
制
が
で
き
て
お

り
、
そ
の
手
順
に
従
い
搬
送
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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一 般 質 問　　

企
画
部
長　

市
内
の
全
公
共

施
設
２
７
１
施
設
中
、
３
年

以
内
の
短
期
を
対
応
期
限
と
し
た
施
設

が
１
２
０
施
設
、
10
年
以
内
の
中
期
を

対
応
期
限
と
し
た
施
設
が
28
施
設
あ

公
共
施
設
の
縮
減
目
標
は
、

40
年
間
で
５
０
０
億
円
で
あ

り
、
施
設
総
量
の
約
30
％
の
削
減
を
見

込
ん
で
い
る
。
公
共
施
設
等
再
配
置
計

画
に
お
け
る
短
期
・
中
期
を
対
応
期
限

と
し
た
施
設
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。 問１

公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
の
短
期
・
中
期
の
進
捗
状
況
は

問２

自
然
災
害
時
の
情
報
収
集
・
発
信
体
制
に
つ
い
て
は

る
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
、
短
期
・
中

期
合
わ
せ
て
１
４
８
施
設
の
う
ち
、
再

配
置
計
画
に
基
づ
く
対
応
が
完
了
し
た

施
設
が
９
施
設
、
市
民
や
地
域
の
皆
様

と
の
協
議
等
が
完
了
し
、
対
応
を
進
め

て
い
る
施
設
が
89
施
設
、
現
在
対
応
に

向
け
て
協
議
中
の
施
設
が
50
施
設
で
あ

り
、
再
配
置
計
画
を
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
、
予
算
に
特
別
枠
を
設
け
、
市

民
や
地
域
の
皆
様
と
の
協
議
等
が
完
了

し
た
施
設
に
つ
い
て
速
や
か
に
対
応
し

て
い
く
。

答１

  【菊池 伸也 議員　質問事項】
●公共施設等再配置計画について 
●自然災害対策について 

問１

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
で

日
常
生
活
が
従
来
と
は
違
っ
た

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
中
で
、
今
後
の

自
然
災
害
時
の
情
報
収
集
・
発
信
体
制
の

あ
り
方
の
適
切
な
対
応
を
伺
い
た
い
。

問２

総
務
部
長　

今
後
に
お
い
て

は
、「
災
害
警
戒
本
部
」
を
設

置
し
た
時
点
で
情
報
収
集
と
発
信
、
そ

し
て
、
庁
内
部
署
の
連
絡
調
整
を
行
う

た
め
17
名
程
度
の
職
員
を
事
務
局
員
と

し
て
増
員
配
置
し
、
市
民
か
ら
の
問
い

答２

合
わ
せ
や
自
主
防
災
会
と
の
相
互
連
絡

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
各
種
情
報

を
収
集
か
つ
整
理
し
、
迅
速
か
つ
正
確

な
避
難
情
報
の
発
令
な
ど
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
、
災
害
対
策
本
部
設
置
と
と

も
に
、
支
所
に
農
政
・
建
設
・
観
光
部

門
の
職
員
を
派
遣
し
、
支
所
の
職
員
と

連
携
し
て
、
支
所
管
内
災
害
情
報
の
収

集
及
び
災
害
対
応
を
行
い
、
収
集
し
た

情
報
は
迅
速
か
つ
的
確
に
市
民
へ
提
供

し
て
い
く
。

深谷　　渉
議員

菊池　伸也
議員

総
務
部
長　

浸
水
想
定
区
域

内
に
立
地
し
て
い
る
数
は
25

施
設
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
立
地

し
て
い
る
施
設
は
11
施
設
、
そ
の
両
方

の
区
域
内
に
１
施
設
が
立
地
し
て
い

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
被
害
が

想
定
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
施

設
の
数
と
そ
の
施
設
の
避
難
確
保
計
画

の
作
成
状
況
並
び
に
、
そ
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
の
定
期
的
な
避
難
訓
練
の

実
施
状
況
や
各
施
設
の
事
業
継
続
計
画

の
作
成
状
況
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

問１

高
齢
者
施
設
の
避
難
確
保
計
画
作
成
と
避
難
訓
練
に
つ
い
て

問２

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
の
現
状
は

る
。
各
施
設
の
避
難
確
保
計
画
の
作
成

状
況
は
、
昨
年
度
、
国
及
び
県
と
連
携

し
、「
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
避
難
確

保
計
画
作
成
に
係
る
講
習
会
」
を
開
催

し
、
推
進
に
努
め
、
現
在
は
全
施
設
で

作
成
が
完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、
避
難

訓
練
実
施
状
況
は
実
施
済
み
が
３
施

設
、
実
施
計
画
中
が
30
施
設
、
未
定
が

４
施
設
で
あ
る
。

保
健
福
祉
部
長　

災
害
時
等

に
お
い
て
も
、最
低
限
の
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
事
業
継
続
に

  【深谷　 渉 議員　質問事項】
●「新しい生活様式」について　●防災・減災について
●コロナ禍の子どもの予防接種について 
●質の高い行政サービスについて

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
子
ど
も

の
定
期
予
防
接
種
率
が
全
国
的

に
低
下
し
て
い
る
。
定
め
ら
れ
た
対
象
期

間
を
過
ぎ
れ
ば
、
定
期
予
防
接
種
費
用
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
、
結
果
、
接
種
さ

れ
な
い
子
ど
も
が
増
え
、
病
気
に
か
か
る

リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
定
期
予
防
接
種
の
期
限
延
長
を
含

め
た
対
策
を
伺
い
た
い
。

問２

答１

保
健
福
祉
部
長　

本
市
で
は
、

ま
だ
、
接
種
率
の
低
下
は
な

い
も
の
の
、
今
後
、
予
防
接
種
の
差
し

控
え
が
起
こ
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
健
康
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
、
期
間
の
延
長
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

問１答１

必
要
な
事
項
を
定
め
る
事
業
継
続
計
画

を
作
成
し
て
お
く
の
は
有
効
で
あ
る

が
、
作
成
済
み
は
、
４
施
設
の
み
で
あ

る
の
で
、
今
後
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
周
知
し
作
成
を
促
し
て
い
く
。

答２
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一般質問・トピックス

再
拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
を
抑
え
込
む
に

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
規
模
に
実
施
し
、

無
症
状
の
陽
性
者
を
保
護
す
る
こ
と
で

あ
る
。
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

に
症
状
を
訴
え
る
人
に
は
、
症
状
の
程

度
に
関
わ
ら
ず
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
へ
の
補
助
も
必
要
で
あ
る
。
市
独
自

で
集
団
感
染
に
よ
る
リ
ス
ク
が
高
い
職

場
に
勤
務
す
る
職
員
等
へ
の
定
期
的
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
こ
と
。
市
独
自
で

市
内
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
で
き
る
体
制
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問１

コ
ロ
ナ
感
染
症
収
束
の
カ
ギ
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
大 

問２

小
中
学
校
の
特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
整
備
を

保
健
福
祉
部
長　

県
は
必
要

と
認
め
る
幅
広
い
範
囲
を
柔

軟
か
つ
迅
速
に
検
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
身

近
な
場
所
で
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体
制

が
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
保
健
所
や
医
師

会
、
医
療
機
関
と
連
携
及
び
協
力
に
努

め
る
。

答１

  【宇野 隆子 議員　質問事項】
●東海第二原発の再稼働問題について
●新型コロナウイルス感染症の現状と対策について
●介護保険制度について

問１

コ
ロ
ナ
禍
で
臨
時
休
校
と
な

り
、
夏
休
み
が
短
縮
さ
れ
、

猛
暑
の
な
か
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
音
楽

室
、
理
科
室
な
ど
の
特
別
教
室
で
も
授

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
状
と
熱
中
症

対
策
と
し
て
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
ま
た
昨
年
夏
の
西
日
本
集

中
豪
雨
な
ど
の
災
害
で
、
猛
暑
の
な
か

体
育
館
で
避
難
生
活
を
送
ら
ざ
る
を
得

な
い
人
が
多
数
で
て
、
健
康
が
危
惧
さ

れ
た
。
避
難
場
所
と
な
る
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
全
国
的
な
課
題

問２

教
育
部
長　

予
備
費
を
活
用

し
て
、
８
月
・
９
月
の
間
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
リ
ー
ス
し
た

り
、
扇
風
機
を
購
入
し
た
り
し
て
対
応

し
た
。
今
後
、
利
用
頻
度
が
高
い
特
別

教
室
を
対
象
に
順
次
エ
ア
コ
ン
を
整
備

し
て
い
く
。
体
育
館
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
計
画
し
て
い
な
い
。

宇野　隆子
議員

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答２

8 月 21 日、「新たな森林管理制度に係る常陸
太田市の取り組み状況について」と題して議員研
修を行いました。これは、平成 31 年に森林経営
管理法が施行されたことに伴い、適切な経営管理
が行われていない森林を、林業経営者に集積・集
約化もしくは、森林の経営管理を市が行うことで、
森林の適切な管理や林業の成長産業化の両立を図
ることを目的としています。

10 月 15 日、議会のＩＣＴ化を図るため、議員
研修会を行いました。議会のＩＣＴ化を進めるこ
とにより、情報収集の効率化や審議の円滑、また
ペーパーレスにより事務の効率化が図れることか
ら、今後も引き続き調査研究してまいります。

農政課を交えて研修会を開催

森林経営管理制度について
研修会を行いました。

議会のＩＣＴ化を
推進していきます。

議会トピックス
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常 任 委 員 会 審 査常 任 委 員 会 審 査

令
和
２
年
度
の
介
護
保
険
支
払
準
備

基
金
積
立
金
の
残
高
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

令
和
元
年
度
末
現
在
高
に
、
令
和
２

年
度
当
初
予
算
額
５
万
円
と
今
回
補
正
す

る
３
９
７
９
万
２
千
円
を
加
え
た
、
合
計

５
億
２
１
０
３
万
２
６
１
８
円
が
積
立
金

の
残
高
見
込
み
額
と
な
る
。

教
職
員
を
取
り
巻
く
厳
し
い
勤
務

状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
教
育
環
境
の
改
善

と
教
育
予
算
の
確
保
・
充
実
に
つ
い
て
は

願
意
妥
当
と
認
め
、
採
択
と
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。

議
案
第
62
号　

令
和
２
年
度
常
陸
太

田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

（
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

総
務
委
員
会

【
委
員
会
構
成
】

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

菊
池　

伸
也

副
委
員
長 

深
谷　
　

渉

委　
　

員 

後
藤　
　

守

委 

員 

長 

川
又　

照
雄

副
委
員
長 

諏
訪　

一
則

委　
　

員 

宇
野　

隆
子

委　
員　

茅
根　
　

猛

　

〃　

 

高
星　

勝
幸  

　

〃　

 

平
山　

晶
邦

委　
員　

髙
木　
　

将

　

〃　
　

深
谷　

秀
峰

　

〃　
　

小
室　

信
隆

総
務
委
員
会
で
は
、
工
事
請
負
契
約

１
件
、
購
入
契
約
１
件
、
補
正
予
算
１

件
合
計
３
件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ

れ
た
３
議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り
原
案

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

文
教
民
生
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

３
件
、
請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
、
付

託
さ
れ
た
３
議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
請
願

１
件
を
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
支
払

準
備
基
金
積
立
金
の
年
度
末
基
金
残
高
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

今
回
の
補
正
後
の
令
和
２
年
度
基
金

残
高
は
、
６
億
７
４
７
１
万
３
６
８
０
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

問

問答

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
49
号　

常
陸
太
田
市
大
里
ふ

れ
あ
い
広
場
野
球
場
防
球
ネ
ッ
ト
設

置
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て 

（
黒
澤
・
冨
岡
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
と
１
億
５
３
４
５
万
円
で
契
約
）

議
案
第
59
号　

令
和
２
年
度
常
陸
太

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

に
つ
い
て 

（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
48
万
９
千

円
追
加
し
、
総
額
３
２
５
億
４
６
５

万
４
千
円
と
す
る
も
の
）

議
案
第
60
号　

令
和
２
年
度
常
陸
太

田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
１
４
６
万
６
千
円
追
加
し
、
総

額
55
億
８
８
７
万
５
千
円
と
す
る
も

の
）

問意
見

答

答

農
業
振
興
費
の
儲も

う

か
る
産
地
支
援
事

業
費
の
Ｊ
Ａ
梨
部
会
へ
の
補
助
金
の
内
容

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
年
4
月
か
ら
6
月
の
低
温
や
晩ば

ん

霜そ
う

・
降
ひ
ょ
う
・
強
風
な
ど
の
異
常
気
象

に
よ
り
、
市
内
梨
農
家
に
お
い
て
幸
水
・

豊
水
の
結
実
不
良
の
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、
梨
部
会
25
会
員
の
う
ち
2
会
員

が
梨
の
安
定
栽
培
と
今
後
の
台
風
発
生
や

来
年
度
へ
の
備
え
と
し
て
、
5
つ
の
圃
場

を
全
体
に
ネ
ッ
ト
で
囲
む
多
目
的
防
災
網

整
備
に
対
す
る
補
助
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問答

４
５
６
７
万
６
千
円
追
加
し
、
総
額

を
60
億
４
５
６
８
万
円
と
す
る
も
の
）

請
願
第
３
号　

教
職
員
定
数
改
善
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の

た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採

択
を
求
め
る
請
願 

（
国
会
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、
計
画

的
な
教
育
環
境
の
改
善
と
、
教
育
予

算
を
確
保
・
充
実
さ
れ
る
よ
う
意
見

書
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
も
の
）

大里ふれあい広場
野球場

梨部会で多目的防災網
整備

防
球
ネ
ッ
ト
の
設
計
に
当
た
り
風
圧

の
設
計
上
の
数
値
や
支
柱
の
材
質
、
既
存
の

ネ
ッ
ト
と
新
設
の
ネ
ッ
ト
と
の
重
な
り
合

う
箇
所
の
安
全
性
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

防
球
ネ
ッ
ト
設
計
は
風
速
30
メ
ー
ト

ル
、
最
大
瞬
間
風
速
44
・
７
メ
ー
ト
ル
の

風
速
に
耐
え
ら
れ
る
設
計
に
な
っ
て
お

り
、
新
設
支
柱
の
材
質
は
、
直
径
80
㎝
の

鋼
管
で
あ
る
。
既
存
と
新
設
ネ
ッ
ト
の
重

な
り
合
う
箇
所
の
安
全
性
等
に
つ
い
て
は
、

施
工
の
段
階
で
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。
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常任委員会審査・議会日誌

委　
員　
成
井
小
太
郎

　

〃　

益
子　

慎
哉

　

〃　

森
山　

一
政

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

４
件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
４

議
案
を
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。
請
願
第
２
号
を
、

全
会
一
致
で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

藤
田　

謙
二

副
委
員
長 

菊
池　

勝
美

委　
　

員 

黒
沢　

義
久

組
み
替
え
の
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

茅
根
取
水
場
、
新
地
浄
水
場
等
の
浸

水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
建
設
改
良
に

関
わ
る
委
託
料
と
な
る
こ
と
か
ら
組
み
替

え
を
行
う
。

問答

今
回
の
種
苗
法
改
正
法
案
に
つ
い

て
は
、
日
本
国
内
で
開
発
さ
れ
た
優
良
品

種
が
海
外
に
流
出
し
、
第
三
国
に
お
い
て

産
地
化
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
例
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
品
種
を
保
護
す
る
た
め
に

も
法
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
請
願
に
つ
い
て
は
自
家
増
殖
を

原
則
禁
止
と
あ
る
が
、
在
来
種
に
お
い
て

は
今
後
も
自
家
増
殖
が
で
き
る
と
さ
れ
て

お
り
、
自
家
増
殖
の
許
諾
制
の
対
象
と
な

る
の
は
登
録
品
種
と
さ
れ
る
長
年
の
歳
月

を
経
て
開
発
さ
れ
た
品
種
で
あ
り
開
発
者

の
権
利
を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
新
品
種
の

開
発
を
促
進
し
農
業
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
本
請
願
に
は
賛

同
で
き
な
い
。

意
見

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
63
号　

令
和
２
年
度
常
陸
太

田
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て 

（
主
に
、
施
設
浸
水
対
策
基
本
設
計

業
務
委
託
費
を
収
益
的
収
入
及
び
支

出
か
ら
資
本
的
収
入
及
び
支
出
へ
組

み
替
え
る
も
の
）

請
願
第
２
号　

自
家
増
殖
を
原
則
禁

止
と
す
る
種
苗
法
「
改
正
」
の
取
り

や
め
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願

（
こ
れ
ま
で
農
家
に
認
め
ら
れ
て
き

た
登
録
品
種
の
自
家
増
殖
を
許
諾
制

に
す
る
こ
と
で
農
家
の
権
利
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
農
家
の
権
利

を
制
限
す
る
種
苗
法
改
正
を
取
り
や

め
る
よ
う
国
に
意
見
書
を
も
っ
て
要

望
す
る
も
の
）

茅根取水場

議会日誌
７ 月14日　議会運営委員会・広報委員会
７ 月21日　議会運営委員会・臨時議会・全員協議会・文教

民生委員会所管事務調査・産業建設委員会所管
事務調査

７ 月27日　広報委員会
８ 月21日　議会運営委員会・全員協議会・森林林業林産業

活性化促進議員連盟総会・議員研修会・文教民
生委員会所管事務調査・産業建設委員会所管事
務調査・正副委員長連絡協議会

９ 月 １ 日　本会議（開会・議案説明）
　　　　　議会運営委員会
９ 月 ３ 日　本会議（一般質問）
９ 月 ４ 日　本会議（一般質問）
９ 月 ７ 日　本会議（議案質疑）・総務委員会所管事務調査・

文教民生委員会協議会・産業建設委員会協議会
９ 月 ８ 日　総務委員会
９ 月 ９ 日　文教民生委員会・文教民生委員会所管事務調査
９ 月10日　産業建設委員会
９ 月14日　決算特別委員会
９ 月15日　決算特別委員会・議会運営委員会・全員協議会・

議員研修会
９ 月18日　本会議（採決・閉会）

より多くの皆様に市議会の活動をわかりや
すくお伝えし、興味を持っていただくため、
常陸太田市議会公式 Facebook（フェイス
ブック）ページを開設しています。

市議会の活動やお知らせを中心に掲載して
いきますので、市民の皆様をは
じめ、多くの方々の「いいね！」
をお待ちしています！

市議会公式 Facebook
ページ のご案内
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決 算 特 別 委 員 会

－　主な質疑内容　－

決算特別委員会を開催
－  令和元年度一般会計・特別会計３件・

� 企業会計４件を審査  －

梵天山古墳

委 員 長　川又　照雄
副委員長　諏訪　一則

決算に関する議案第 51 号から議案第 58 号までを審
査するため、決算特別委員会が 9 月 7 日に設置されまし
た。議長と議会選出監査委員を除く 16 名の議員が委員
に選任され、 9 月 14 日と 15 日の 2 日間にわたり、令和
元年度の各会計決算について、一般会計については、歳
入 268 億 489 万 9,851 円、歳出 250 億 3,781 万 2,898 円、
歳入歳出差引額 17 億 6,708 万 6,953 円について審査いた
しました。

一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特
別会計、介護保険特別会計については賛成多数により原
案認定すべきものと決定。水道事業会計ほか 3 つの企業
会計は全会一致により原案可決及び認定すべきものと決
定しました。

結婚推進事業の目標設定と成果について伺いたい。

交流会に参加した 3 割の方がマッチング成立するように目標をたて、結果も
達成している。交流会参加者及びＹＯＵ愛ネット登録会員の婚姻成立数も年間
10 組の目標をたて、昨年度は 16 組が結婚し、目標を達成している状況である。

答

問

答

問 安心子育て応援事業について伺いたい。 

助産師なんでも相談は、妊娠中から生後 2 歳までの子がいる世帯
に助産師が訪問し、育児指導等のケアを行っている。また、こども
夜間診療は、市医師会の協力医療機関で平日（月・火・水・金）の 18
時から 21 時 30 分まで診療を延長しているが、要望の多かった木
曜日については、本年 7 月 9 日から常陸大宮済生会病院で診療が
開始された。

助産師なんでも相談

答

問
農林災害復旧費の工事請負費の一部を翌年度へ繰越しているが、本
年作付できなかった農地は、いつから作付できるのか伺いたい。 
現在、復旧工事を進めており、田渡町の１箇所を除き 11 月末まで
に完了を予定している。また、残りの 1 箇所についても来年 1 月
末に完了を予定している。

農林災害復旧工事

答

問 市内史跡調査事業で梵天山古墳周辺史跡調査の進捗について伺いたい。

調査は 5 か年計画で行っており、令和元年度は高山塚古墳確認調査
を行った。令和 2 年度は微地形測量等一括調査を行い、令和 4 年
度に国へ指定史跡の申請を行う予定である。 
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常任委員会審査・活動報告 請願・議員提案審査結果・意見書

令和２年第６回定例会 請願・議員提案審査結果

意見書を関係大臣あてに提出しました

請　　願

議員提案

件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

【請願第 2 号】
自家増殖を原則禁止とする種苗法「改正」の
取りやめを求める意見書提出を求める請願

茨城県北茨城市磯原町木皿 1399 番地 
県北農民センター
代表者　堀江　鶴治【紹介議員】宇野　隆子

不 採 択

【請願第 3 号】
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の
堅持のための政府予算に係る意見書採択を 
求める請願

茨城県水戸市笠原町 978-46 茨城教育会館 2 F
茨城県教職員組合
杉山　　繁外 213 名【紹介議員】茅根　　猛

採　　択

件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

【議員提案第 2 号】
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書

提出者　深谷　　渉
賛成者　深谷　秀峰、後藤　　守、川又　照雄、

菊池　伸也、益子　慎哉、藤田　謙二
原案可決

【議員提案第 3 号】
防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を
求める意見書

提出者　菊池　伸也
賛成者　深谷　　渉、後藤　　守、茅根　　猛、

高星　勝幸、平山 　晶邦
原案可決

【議員提案第 4 号】
教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度
堅持に係る意見書

提出者　川又　照雄
賛成者　諏訪　一則、宇野　隆子、髙木　　将、

深谷　秀峰、小室　信隆
原案可決

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面している。地域経済
にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など一般財源の激減が避
けがたくなっている。　
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応はじめ、
長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥るこ
とが予想される。
　よって、国においては、令和 3 年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現される
よう、強く要望する。

1 ．地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、臨
時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。

2 ．地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総額を
確保すること。

3 ．令和 2 年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補填措置を講じ
るとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

4 ．税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制
については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判
断すること。

5 ．とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直しは、土地・
家屋・償却資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・異
例の措置として，やむを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応すべきものである。よっ
て、今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実に終了すること。
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意　見　書

防災・減災・国土強靱化対策の継続・拡充を求める意見書

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書

現在、世界は異常な気候変動の影響を受け各国各地でその甚大な被害を被っている。我が国でも、豪

雨、河川の氾濫、土砂崩落、地震、高潮、暴風・波浪、豪雪など、自然災害の頻発化・激甚化にさらさ

れている。このような甚大な自然災害に事前から備え、国民の生命・財産を守る防災・減災、国土強靱

化は、一層その重要性を増しており、喫緊の課題となっている。

こうした状況を受け、国においては、重要インフラの緊急点検や過去の災害から得られた知見を踏ま

え、国土強靱化を加速化・進化させていくことを目的に、「国土強靱化基本計画」を改訂するとともに、

重点化すべきプログラム等を推進するための「防災・減災、国土強靱化のための 3 か年緊急対策」を策

定し、集中的に取り組んでいるが、その期限が令和 3 年 3 月末までとなっている。 

現状では、過去の最大を超える豪雨による河川の氾濫・堤防の決壊、山間部の土砂災害等により多く

の尊い命が奪われるなど、犠牲者は後を絶たない。今後起こりうる大規模自然災害の被害を最小限に抑

え、迅速な復旧復興へとつながるよう「防災・減災、国土強靱化」はより一層、十分な予算の安定的か

つ継続的に確保が必須である。

よって、国におかれては、下記の措置を講じられるよう強く要望する。

1 ．令和 2 年度末期限の「防災・減災、国土強靱化のための 3 か年緊急対策」の更なる延長と拡充を行

うこと。

2 ．地方自治体が国土強靱化地域計画に基づき実施する対策に必要な予算の総額確保を図ること。

3 ．災害復旧・災害関連予算の確保や補助対象の拡大を図るとともに、国土強靱化のための財源を安定

的に確保するための措置を講ずること。また、その配分に当たっては、社会資本整備の遅れている

地方に十分配慮すること。

学校現場では、新学習指導要領への対応だけでなく、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山

積しており、子どもたちの豊かな学びを実現するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保するこ

とが困難な状況となっている。また学校における働き方改革を実現するためには、加配措置ではなく抜

本的な定数改善計画に基づく教職員定数改善が不可欠である。

義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で、2006 年度（平成 18 年度）に国庫負

担率が 2 分の 1 から 3 分の 1 に引き下げられた。厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が行

われているが、地方自治体の財政を圧迫している。　　　　　　　　　　

国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準

の教育を受けられることが憲法上の要請である。豊かな子どもの学びを保障するための条件整備は不可

欠である。

よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に

教育行政を進めることができるようにするために、下記の措置を講じられるよう強く要望する。

1 ．計画的な教職員定数改善により少人数学級を推進すること。

2 ．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出いたします。
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茨城県市議会議長会から感謝状

◇場所　市役所４階議場
◇時間　午前10時～
◇日程　（都合により変更になる場合があります）

12月定例会開催のお知らせ

編 

集 

後 

記

議
会
だ
よ
り
第
１
６
２
号
で
は
第

5
回
臨
時
会
・
第
6
回
定
例
会
の
主

な
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
広
報
委
員
会
の
委
員
構

成
も
変
更
に
な
り
新
た
な
顔
ぶ
れ
で

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。今
後
も
、

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、
読

み
や
す
い
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
づ

く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

広報委員会
委 員 長　藤田　謙二　　副委員長　深谷　　渉 
委　　員　髙木　　将　　委　　員　菊池　伸也
　 〃 　　益子　慎哉　　　 〃 　　菊池　勝美
　 〃 　　小室　信隆

議会報告・意見交換会の中止のお知らせ
令和２年度の議会報告・意見交換会は、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止
といたします。なお、令和元年度の常任委員会
の活動報告書を、市議会ホームページに掲載す
る予定です。
ご理解のほど

よろしくお願い
いたします。

10 月 16 日に開催された茨城県市議会議長
会定例会において、成井小太郎
前議長が茨城県市議会議長会副
会長として会務を運営し、また、
市議会議長として、地方自治の
発展と市政の向上に貢献された
ことにより、感謝状が贈呈され
ました。

7月 14日は第 5回臨時会の会期及び日程について。
21日には第 6回定例会の会期について協議、本会議
に諮ることとし、「広報ひたちおおたお知らせ版」及び
市内施設・各支所窓口へ掲示することとした。８月21
日には第１日の日程、議案等付託委員会、一般質問・
議案質疑の通告期限及び一般質問の方法・時間制限に
ついて。９月1日は一般質問通告者について。15日
には最終日の日程、人事案件、議員派遣について協議
を行った。

月　日 会　議 事　項

11 月 30日（月） 本会議 開会・議案説明

3日（木） 本会議 一般質問

4日（金） 本会議 一般質問

7日（月） 本会議 議案質疑

8日（火） 常任委員会 総務委員会

9日（水） 常任委員会 文教民生委員会

10日（木） 常任委員会 産業建設委員会

15日（火） 本会議 委員長報告・採択・閉会

議会傍聴にかかる新型コロナウイルス感染症拡大防止のお願い
傍聴される方は、新型コロナウイルス感染予防のため、マスク着用や手指消毒、傍聴席では間

隔をあけて着席いただきますよう、ご協力をお願いいたします。なお、本会議はインターネット
中継（生中継・録画中継）をしていますので、ご視聴くださるようお願いいたします。

議 会 運 営 委 員 会

成井小太郎議員

茨城県市議会議長会から感謝状


